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徳島県市議会議員研修会 平成28年１月25日、徳島市で行われた市議会議員
研修会に、鳴門市議会議員も多数参加しました。

開会の挨拶をする徳島県市議会議長会会長「地方創生」への対処術について講演する金井講師 No 94
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₁2月₁₁日(金)　生活福祉委員会

• 付託された議案１件については審査の結果、可決す
べきと決しました。
• 付託された請願５件については、いずれも継続審査
とすべきと決しました。
• その他、アジア初演「なると第九」ブランド化プロ
ジェクト実施計画（案）について説明を受けました。
　第六次鳴門市総合計画実施計画（平成26年度実績ま
とめ）他５件についても質疑を行いました。

₁2月₁₄日(月)　産業建設委員会

• 付託された議案４件について審査の結果、いずれも
可決すべきと決しました。
• その他、鳴門市水道事業ビジョン案について他１件
の説明を受けました。
　第六次鳴門市総合計画実施計画（平成26年度実績ま
とめ）他５件についても質疑を行いました。

₁2月₁8日(金)　本会議

• 第４回定例会に提案されたすべての議案について各
常任委員長の報告を受けた後、採決を行い、補正予
算にかかる議案１件、条例に関する議案９件および
契約に関する議案１件、その他議案２件についてい
ずれも可決、人事案件２件については同意しました。

₁2月2₄日︵木)　第４回定例会閉会

• 議長・副議長の辞任に伴う選挙、議会選出監査委員
の辞任に伴う同委員の選任等、委員会構成の変更な
ど議会の構成の一部変更を行いました。

₁₁月₃₀日(月) 第４回定例会開会
 予算決算委員会

• 閉会中に審査を行った平成26年度各会計決算関連議
案15件について委員長の報告を受けた後、採決が行
われ、いずれも認定または可決されました。
• 市長より市政についての所信が表明され、平成27年
度一般会計補正予算にかかる議案１件、条例に関す
る議案９件、その他の議案２件、報告２件が上程さ
れました。
• 補正予算に関する議案１件を予算決算委員会に付託
しました。
• 本会議散会後、予算決算委員会を開催し、付託され
た議案１件の説明を受けました。

₁2月７日(月)　一般質問

• ５会派による代表質問を行いました。

₁2月８日(火)　一般質問

• 議員４名による個人質問を行いました。

₁2月９日(水)　一般質問
 予算決算委員会

• 議員３名による個人質問を行いました。
• 市長から追加議案１件が提出されました。
• 議案12件、請願５件をそれぞれ所管の常任・特別委
員会に付託しました。

₁2月₁₀日(木)　総務文教委員会

• 付託された議案７件について審査の結果、議案７件
はいずれも可決すべきと決しました。
• 報告１件について担当課より説明を受けました。
• その他、ボートレース鳴門「まちづくりエリア」につ
いて他６件の説明を受けました。
　第六次鳴門市総合計画実施計画（平成26年度実績ま
とめ）他５件についても質疑を行いました。

第４回定例会の主な審査状況
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《 平成27年 第4回定例会の提出議案と議決結果 》

議案番号 案　　　　　　　件 議決結果 所管の
委員会

議案第72号 平成26年度鳴門市一般会計歳入歳出決算の認定について

認 定

予算決算

議案第73号 平成26年度鳴門市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第74号 平成26年度鳴門市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第75号 平成26年度鳴門市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第76号 平成26年度鳴門市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第77号 平成26年度鳴門市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第78号 平成26年度鳴門市産業団地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第79号 平成26年度鳴門市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第80号 平成26年度鳴門市光熱水費等支出特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第81号 平成26年度鳴門市給与費等管理特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第82号 平成26年度鳴門市公債費管理特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第83号 平成26年度鳴門市水道事業会計決算の認定について

議案第84号 平成26年度鳴門市モーターボート競走事業会計決算の認定について

議案第85号 平成26年度鳴門市水道事業会計未処分利益剰余金及び資本剰余金の処分について 

原案可決議案第86号 平成26年度鳴門市モーターボート競走事業会計未処分利益剰余金及び資本剰余金
の処分について

議案第87号 平成27年度鳴門市一般会計補正予算（第3号）

報告第12号 弾力条項の適用について（平成27年度鳴門市モーターボート競走事業会計） 報 告

議案第88号 鳴門市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定について

原案可決
総務文教

議案第89号 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例の制定について

議案第90号 鳴門市公聴会参加人等の実費弁償に関する条例の一部改正について

議案第91号 被用者年金制度の一元化等を図るための厚生年金保険法等の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

議案第92号 鳴門市税賦課徴収条例等の一部改正について

議案第97号 鳴門市青少年会館及び鳴門市市場・川崎児童館に係る指定管理者の指定について

議案第99号 工事請負契約の締結について（鳴門市鳴門東小学校屋内運動場改築工事のうち建築工事）

報告第13号 専決処分について（損害賠償の額の決定） 報 告

議案第93号 鳴門市国民健康保険条例の一部改正について 原案可決 生活福祉

議案第94号 鳴門市公営企業の設置等に関する条例の一部改正について

原案可決 産業建設
議案第95号 鳴門市附属機関設置条例の一部改正について

議案第96号 鳴門市モーターボート競走事業に従事する臨時従事員の給与の種類及び基準に関
する条例の廃止について

議案第98号 市道路線の認定及び変更について

次ページへつづく



4

議案番号 案　　　　　　　件 議決結果 所管の
委員会

同意 第４号 教育委員会委員の任命について 同 意

同意 第５号 監査委員の選任について 同 意

許可 第１号 鳴門市議会議長の辞職許可について 許 可

選　 第１号 鳴門市議会議長の選挙について 選 挙

許可 第２号 鳴門市議会副議長の辞職許可について 許 可

選　 第２号 鳴門市議会副議長の選挙について 選 挙

許可 第３号 議長の常任委員会委員の辞任について 許 可

同意 第６号 監査委員の選任について 同 意

請願の処理
議案番号 案　　　　　　　件 審査内容 所管の

委員会

請願第14号 地域の実情に応じた医療提供体制の確保を求める請願                              

継続審査 生活福祉

請願第15号 介護報酬改善と介護従事者の処遇改善施策の拡充に関する請願

請願第16号 国庫負担を増額し、国民健康保険税(料)の引き下げを求める請願

請願第17号 「最低保障年金制度の実現を国に求める意見書」の採択についての請願

請願第18号 さらなる年金削減の仕組み「マクロ経済スライド」の廃止を国に求める意見書採択についての請願

※上記の請願についてはすべて継続審査となりました。平成28年第１回定例会で、再度審査を行う予定です。

人 事 案 件
「同意第４号」
●教育委員会委員  寺

てら

田
だ

  裕
ゆたか

 氏 （鳴門町）
「同意第５号」
●監査委員  多

た

田
だ

 正
まさ

孝
たか

 氏 （藍住町）

◆ 傍聴のご案内 ◆

本会議の
傍聴を

ご希望の方は

委員会の
傍聴を

ご希望の方は

[受付で、住所・氏名・年齢をご記入ください。傍聴券をお
渡しし、ご案内します。　　]

本庁舎２階東側階段へ

本庁舎３階議会事務局へ

３階傍聴受付へ

議会事務局で受付

議場傍聴席へ

委員会室へ
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 議案第92号　鳴門市税賦課徴収条例等の一部改正について
〔説明〕 地方税法等の改正に伴い、所要の改正を行うものである。
（質疑） 納付書及び納入書の個人番号の記載についてどのように

なるのか。
（回答） 番号法において納付書及び納入書については個人番号

を記載する方針であったが、漏えいするおそれがあるた
め個人番号を記載しないこととする法改正があり個人番
号に関する記述を削除することとした。

 議案第99号　工事請負契約の締結について(鳴門市鳴門東小学校屋内運動場改築工事のうち建築工事)
〔説明〕 鳴門市鳴門東小学校屋内運動場改築工事のうち建築工事について請負契約を締結することにつ

いて、地方自治法等の規定に基づき予定価格が１億5,000万円以上となるため議会の議決を求め
るものである。

（質疑） トイレの設置場所が別棟である資料棟であることから利便性等の問題はないのか。
（回答） 屋内運動場と資料棟を有効に活用するための配置であり、トイレを利用するときは屋内運動場

と資料棟を結ぶ屋内の渡り廊下を利用して移動することとなるが、距離が離れているわけでは
ないため、一体の建物として考えている。

総
務
文
教
委
員
会

●  ●  ●  ●  委員会審査から  ●  ●  ●  ●

 議案第98号　市道路線の認定及び変更について
〔説明〕 開発行為に伴う市道11路線の認定及び１路線の変更を行うに当たり、道路法第８条第２項及び

第10条第３項の規定に基づき、議会の議決を求めるものである。
（質疑） 斎田鳴門駅線の変更では現在の歩道が市道となることから、自動車の通行はどのようになるのか。
（回答） 現時点の計画では歩行者と自転車のみの通行となる予定である。

産
業
建
設
委
員
会

 議案第93号　鳴門市国民健康保険条例の一部改正について
〔説明〕 番号法の施行に伴い、申請書等の記載事項に個人番号を追加する改正を行うものである。
（質疑） 条文中に「個人番号を有しない者」とあるがどのような場合を想定しているのか。
（回答） 10月５日の法施行日において、国外に住所がある方については帰国時に付番されるため、国民

健康保険の加入手続時に個人番号がないことなどを想定している。

生
活
福
祉
委
員
会

 議案第87号　平成27年度鳴門市一般会計補正予算（第3号）
〔説明〕 鳴門わかめ加工業者による食品表示偽装に伴うブランドの信頼回復や、ふるさと納税の寄附件

数の増加などへ対応するため所要の補正を行うものである。
（質疑） 歳入のふるさと納税寄附金及び歳出のふるさと納税寄附金推進事業費の主な内容は。
（回答） 11月末時点で寄附件数が約１千件で寄附金額としては

１千664万４千円をいただいており、12月から年度末
までの４ヶ月間で、900件程度の寄附件数と１千200万
円の寄附金額を見込んでおり、歳出については、寄附
件数の増加による記念品等に要する費用である。

（意見） 本市はふるさと納税の記念品として地場産品の活用に
努めているが、全国的に過剰サービス化していることを懸念している。

（質疑） 地場産品振興対策事業費の内容は。　
（回答） 市内事業者による食品表示偽装を受け、緊急的に市として行う追加的な事業であり、ワカメの

科学的産地判別分析の検体数を増やすための費用である。

予
算
決
算
委
員
会

この条例が可決された
ことにより、納付書などに
個人番号が記載されない
ことになります。

この予算案が可決された
ことにより、鳴門わかめ
ブランドの信頼回復のため、
産地を判別するための検査が

より充実されることに
なります。

この予算案が可決された
ことにより、鳴門わかめ
ブランドの信頼回復のため、
産地を判別するための検査が

より充実されることに
なります。
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代 

表 

質 

問

＊議員の一般質問に関する記事の原稿は、項目を選定し作成しています＊

問
地
方
創
生
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示

す
鳴
門
市
総
合
戦
略
に
つ
い
て
、
特

に
働
く
場
所
と
環
境
を
つ
く
る「
な
る

と
ジ
ョ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
お
け
る

企
業
誘
致
事
業
の
現
状
は
。

答
遊
休
地
調
査
情
報
の
活
用
や
、
金
融

機
関
等
と
の
土
地
・
建
物
に
関
す
る
情

報
共
有
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い
ま
す
。
撫

養
町
の
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
事
務
所
に
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
も
都
市
圏
の
企
業
か
ら
、
環
境
に
つ
い

て
好
印
象
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。

問
新
し
い
事
業
の
開
発
支
援
に
つ
い

て
、
特
に
農
漁
業
六
次
産
業
化
事
業

の
現
状
は
。

答
六
次
産
業
化
に
取
り
組
む
生
産
者
や

事
業
者
を
確
保
す
る
た
め
、
異
業
種
交

流
会
や
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
経
費
を
助
成
す
る
制
度
を
創
設

し
支
援
し
て
い
ま
す
。

問
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み
と
し

て
、
鳴
門
駅
周
辺
整
備
事
業
の
方
針
は
。

答
駅
の
歩
道
橋
を
撤
去
し
、
駅
の
北
側
を

回
り
、
歩
行
者
自
転
車
が
東
西
に
通
れ
る

よ
う
整
備
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
ま
す
。

問
財
政
運
営
を
図
る
た
め
の
ス
ー
パ
ー

改
革
プ
ラ
ン
２
０
２
０
に
つ
い
て
、
特

に
建
設
工
事
等
の
公
共
事
業
の
た
め
の

投
資
的
経
費
の
流
れ
と
方
針
は
。

答
平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
に
か
け
て

第
一
中
学
校
校
舎
改
築
と
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
よ
り
投
資
的
事

業
が
集
中
し
ま
す
が
、
そ
の
後
は
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
し
て
、

公
共
施
設
の
耐
震
化
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
橋
き
ょ
う

梁り
ょ
う
た
い
し
ん
か

耐
震
化
や
浸

水
対
策
事
業
等

に
つ
い
て
も
計

画
的
に
実
施
す

る
事
業
費
を
算

入
し
て
い
ま
す
。

問
上
水
道
と
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、

財
政
的
見
地
か
ら
の
今
後
の
方
針
と

展
開
は
。

答
上
水
道
は
40
年
間
の
施
設
の
更
新
事

業
を
算
定
し
お
り
、
料
金
水
準
の
見
直

し
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
下

水
道
事
業
は
社
会
情
勢
や
国
の
動
向
を

注
視
し
、
適て
き

宜ぎ

計
画
を
見
直
し
本
市
の

身
の
丈
に
合
わ
せ
推
進
し
ま
す
。

改築中の鳴門市第一中学校

会
派 

創
心
ク
ラ
ブ

秋あ
き

岡お
か 

芳よ
し

郎ろ
う

代 表 質 問

●山根　　巌 （会派 有志会）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 本市の子育て支援について
　⑵ 本市のまちづくりについて
２. 教育行政について
　⑴ 学力向上について
　⑵ 学校給食について

●秋岡　芳郎 （会派　創心クラブ）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 鳴門市総合戦略について
　⑵ 鳴門市スーパー改革プラン
　　 2020について

●圃山　俊作 （会派 志） 
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ ボートレース鳴門新スタンド
　　 について
　⑵ 鳴門市総合戦略について
２. 教育行政について
　⑴ 鳴門市第一中学校改築事業に
　　 ついて

●松浦　富子 （会派 公明党鳴門市議団）
１. 地方創生について
　⑴ まち・ひと・しごと創生総合
　　 戦略について
２. 教育行政について
　⑴ 通学路の安全対策について

●叶井　克典（会派 郷土）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ アジア初演「なると第九」ブラ
　　 ンド化プロジェクトについて
２. 教育行政について
　⑴ 学校給食について
　⑵ 統合校について
３. 福祉行政について
　⑴ 介護事業について

一　般　質　問

・本会議…議場
  （受付：東側階段より３階傍聴席入口）
・委員会…委員会室
  （受付：中央階段またはエレ
    ベーターで３階議会事務局）
当日、傍聴券をお渡ししますの
で、受付にてお名前、ご住所、
年齢をご記入ください。
職員がご案内いたします。

傍聴にお越しください
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＊議員の一般質問に関する記事の原稿は、項目を選定し作成しています＊

代 

表 

質 

問

問
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
時
に
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
検
討
段
階
で
す
が
、
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
タ
レ
ン
ト
や
ボ
ー
ト
レ
ー

サ
ー
を
起
用
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
水

面
か
ら
施
設
を
見

て
い
た
だ
け
る
ペ

ア
ボ
ー
ト
体
験
な

ど
市
民
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
鳴
門
市
の
交
流
人
口
、
定
住
人
口

を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
施
策
と
し
て

ど
の
よ
う
な
観
光
振
興
事
業
を
実
施

し
て
い
る
の
か
。

答
特
に
本
市
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
阿
波
お
ど
り
の
充
実
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
吉
本
新
喜
劇

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
行
い
、
県

外
か
ら
の
観
光
誘
客
を
図
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で

問
ア
ジ
ア
初
演「
な
る
と
第
九
」ブ
ラ

ン
ド
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
各
部
門
の
進

捗
状
況
は
。

答
環
境
整
備
部
門
は
、
板
東
俘
虜
収
容

所
跡
地
の
国
指
定
史
跡
申
請
と
案
内
標

識
や
説
明
板
、
総
合
案
内
板
を
設
置
し
、

教
育
部
門
は
、
教
育
現
場
の
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
、「
な
る
と
第
九
」の
歴
史
学
習
と

「
歓
喜
の
歌
」の
音
楽
指
導
を
実
施
し
、

観
光
・
広
報
部
門
は
、
市
内
各
所
で「
な

る
と
第
九
」の
幟の
ぼ
り
を
設
置
し
、
ド
イ
ツ
館

に
て
日
独
交
流
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

百
周
年
演
奏
会
部
門
は
、
本
年
の
定
期

演
奏
会
後
に
出
演
者
を
対
象
と
し
た
交

流
会
を
開
催
し
交
流
の
場
と
し
て
、
地

元
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
げ
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。
ま
た
、
鳴
門
海
峡
の
世
界

遺
産
化
に
つ
い
て
は
、
来
年
初
め
に
は
、

日
本
遺
産
登
録
に
向
け
て
申
請
を
行
う

予
定
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
と
も
に
資

料
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
四
国
遍
路
が
4
月
に
、
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
て
以
降
新
た
に
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
計
画
さ
れ
進
め
ら

れ
て
い
る
の
か
。

答
本
年
５
月
に
四
国
遍
路
日
本
遺
産

協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
今
年
度
の
事
業

と
し
て
、
多
言
語
化
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
、
札
所
門
前
の
説
明
板
設
置
、
お
も

て
な
し
ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

問
鳴
門
市
第
一
中
学
校
の
く
い
打
工

事
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
施
工
さ

れ
、
確
認
が
行
わ
れ
た
の
か
。

答
施
工
監
理
業
者
の
監
督
の
下
、
く
い

打
ち
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
確
認
を
行
い
な

が
ら
、
確
実
に
支
持
層
に
く
い
が
届
く
よ

う
施
工
し
ま
し
た
。
ま
た
、
く
い
打
ち
工

事
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
が
判
明
し
た
業
者
の

工
事
へ
の
関
与
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

再
度
、
施
工
監
理
業
者
と
市
職
員
が
デ
ー

タ
の
確
認
作
業
を
行
っ
た
結
果
適
正
に
施

工
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

問
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
稼
働
後
の
各

学
校
へ
給
食
の
配
送
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
建
設
時
に
、
現
在
の
給
食
調
理
室
を

配
膳
室
に
改
修
し
、
納
入
業
者
か
ら
配

送
さ
れ
た
牛
乳
や
パ
ン
、
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
か
ら
配
送
す
る
食
器
及
び
食

缶
の
コ
ン
テ
ナ
を
保
管
す
る
計
画
と
し

て
い
ま
す
。

問
明
神
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上
を
出
来
な
い
か
。

答
児
童
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
今

後
も
保
護
者
の
皆
様
や
学
校
と
相
談
の

上
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
便
性
向
上
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
在
宅
介
護
で
介
護
者
の
気
分
転
換
で

き
る
施
策
や
介
護
技
術
の
講
習
会
を
で

き
な
い
か
。

答
介
護
者
向
け
の
研
修
と
し
て
来
年
度

か
ら
の「
新
総
合
事
業
」に
お
け
る
、「
生

活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
新
た

に
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
講
座
は
、

高
齢
者
の
現
状
や
介
護
保
険
制
度
、
認

知
症
や
高
齢
者
の
健
康
へ
の
理
解
、
介
護

技
術
の
実
技
や
緊
急
時
の
対
応
等
、
興

味
を
持
っ
て
受
講
し
て
頂
け
る
内
容
で
、

次
回
の
講
座
よ
り
、
対
象
者
を
一
般
市
民

の
方
に
も
拡
大
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

リニューアルオープン間近のボートレース鳴門

会
派 

志
圃は

た
け
や
ま山 

俊し
ゅ
ん
さ
く作

会
派 

郷
土

叶か
な

井い 

克か
つ

典の
り

板東俘虜収容所跡のドイツ村公園



8

＊議員の一般質問に関する記事の原稿は、項目を選定し作成しています＊

代 

表 

質 

問

問
地
方
創
生
の
取
り
組
み
と
し
て
、
内

閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本

部
事
務
局
が
全
都
道
府
県
市
区
町
村
１

７
８
８
団
体
を
対
象
に「
生
涯
活
躍
の
ま

ち
、
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」に
つ
い
て

調
査
を
し
て
い
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に
お

い
て
国
が
策
定
し
た
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
よ
り
、
基
本
目

標
を「
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ

く
る
」の
中
の
地
方
移
住
の
推
進
の
施
策

の
一
つ
と
し
て
、
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
の

検
討
普
及
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
構
想
の
意
義
は
、
①
高
齢
者
の
希
望

の
実
現 

②
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
実
現 

③
東
京
圏
の
高
齢
化
問
題
へ
の
対
応
と

な
っ
て
お
り
、
地
方
で
あ
る
本
市
に
お

い
て
の
意
義
は
地
方
へ
の
人
の
流
れ
の

実
現
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

本
市
と
し
て
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
に
参
加
し

都
会
の
高
齢
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は

様
々
な
問
題
点
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

国
で
未
だ
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る
現

状
に
お
い
て
、
本
市
が
そ
の
可
否
を
判

断
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

問
子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
就
学
前
の

保
育
料
の
無
料
化
に
取
り
組
む
つ
も
り

は
な
い
の
か
。

答
国
や
県
、
他
市
町
村
の
動
向
を
注
視

し
検
討
を
重
ね
る
ほ
か
、
財
源
の
確
保

に
向
け
全
国
市
長
会
を
通
じ
た
要
望
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
雇
用
創
出
に
向
け
た
総
合
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

答
若
者
が
働
く
場
と
し
て
雇
用
創
出
を

図
る
こ
と
は
本
市
産
業
の
振
興
だ
け
で

な
く
地
域
の
活
力
を
生
み
出
し
て
い
く

不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
地
域
内
企
業
の

成
長
に
よ
る
雇
用
創
出
と
企
業
誘
致
に

よ
る
雇
用
創
出
の
２
点
を
雇
用
創
出
の

柱
と
位
置
づ
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

の
公
表
と
学
力
向
上
の
た
め
の
取
り
組

み
状
況
は
。

答
本
市
全
体
の
結
果
の
傾
向
に
つ
い
て
は

公
表
し
ま
す
が
、
各
学
校
の
平
均
正
答

率
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
に
基

づ
き
公
表
し
ま
せ
ん
。

問
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
文
部
科

学
省
、
国
土
交
通
省
、
警
察
庁
の
３
省

庁
が
連
携
し
緊
急
合
同
点
検
を
実
施
し

て
い
る
が
交
通
安
全
の
確
保
の
徹
底
に

つ
い
て
現
在
の
取
り
組
み
は
。

答
道
路
管
理
者
や
鳴
門
警
察
署
、
学

識
経
験
者
や
学
校
関
係
者
か
ら
構
成
さ

れ
る
鳴
門
市
通
学
路
交
通
安
全
対
策
推

進
協
議
会
を
設
置
し
、
平
成
27
年
３
月

に
鳴
門
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
ま
し
た
。
小
学
校
を
中
学

校
区
別
に
３
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
３

年
に
一
回
重
点
的
合
同
点
検
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
、
今
年
度
は
第
一
中
学
校

区
の
５
小
学
校
で
合
同
点
検
を
実
施
し

ま
し
た
。
緊
急
性
の
高
い
事
案
に
つ
い

て
は
、
合
同
点
検
実
施
校
以
外
の
学
校

か
ら
点
検

の
要
望
が

出
さ
れ
た

場
合
、
必

要
に
応
じ

て
合
同
点

検
を
実
施

す
る
こ
と

に
し
て
い

ま
す
。

　

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
今
後
新
た
に

学
校
関
係
者
や
有
識
者
、
市
教
育
委
員

会
等
で
構
成
す
る（
仮
称
）学
力
向
上
推

進
委
員
会
を
設
置
し
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
具
体

的
な
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

問 

市
内
全
小
学
校
に
学
校
司
書
を
配
置

し
て
は
ど
う
か
。

答
本
市
で
は
読
書
活
動
の
推
進
及
び
学

校
図
書
館
の
充
実
を
図
る
た
め
図
書
館

サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
学
校
図
書
館
の

環
境
改
善
や
児
童
・
生
徒
の
読
書
マ
ナ
ー

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、今
後
は
未
配
置
校
への
図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
の
配
置
に
つい
て
も
検
討
し
ま
す
。

問
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
遅

れ
て
い
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

答
文
部
科
学
省
の
学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
が
不
採
択
に
な
り
稼
働
が
遅
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
安
心
・
安
全
な

学
校
給
食
を
安
定
し
て
提
供
す
る
た
め
新

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、

そ
の
た
め
万
全

の
対
応
を
し
て

い
き
ま
す
。

建物の解体撤去を終えた新学
校給食センター建設予定地

鳴門市通学路安全プログラム

会
派 

公
明
党
鳴
門
市
議
団

松ま
つ

浦う
ら 

富と
み

子こ

会
派 

有
志
会

山や
ま

根ね 

　
巌い

わ
お
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個 

人 

質 

問

＊議員の一般質問に関する記事の原稿は、項目を選定し作成しています＊

問
最
大
の
ご
み
排
出
量
が
あ
っ
た
平
成

11
年
度
は
約
３
万
２
千
ト
ン
で
あ
っ
た

も
の
が
、
平
成
25
年
度
に
は
約
２
万
１

千
ト
ン
と
、
鳴
門
市
の
ご
み
排
出
量
は

１
万
ト
ン
以
上
も
減
少
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
資
源
ご
み
団
体
の
回
収
量
も
平

成
17
年
度
の
約
３
８
０
０
ト
ン
か
ら
、

平
成
25
年
度
に
は
約
２
１
０
０
ト
ン

と
、
半
分
近
く
に
迫
る
勢
い
で
減
少
し

て
い
る
。
こ
の
ご
み
量
の
減
少
と
い
う

事
実
か
ら
、
鳴
門
市
の
進
め
る
ご
み
の

減
量
化
の
必
要
性
は
低
く
な
っ
て
い
る

一
方
、
市
民
の
分
別
に
か
か
る
手
間
や

リ
サ
イ
ク
ル
に
か
か
る
費
用
は
膨
大
な

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
根
本
的
な
見
直

し
を
す
る
た
め
、
市
民
一
人
当
た
り
の

ご
み
処
理
に
か
か
る
費
用
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。

答
ご
み
処
理
費
用
は
年
間
で
合
計
約
４

億
９
２
８
２
万
円
の
経
費
と
な
っ
て
お
り
、

市
民
一
人
当
た
り
約
８
０
９
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
家
庭
ご
み
を
無
料
で
回
収
し
て
い
る

自
治
体
は
3
割
以
上
あ
り
、
県
内
で
も

無
料
で
回
収
し
て
い
る
自
治
体
は
多

い
。
ご
み
袋
を
有
料
に
す
る
こ
と
で
、

ご
み
が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
は
証
明

さ
れ
て
い
な
い
。
鳴
門
市
で
は
製
造
・

販
売
手
数
料
が
約
５
０
０
０
万
円
の
ご

み
袋
を
市
民
が
８
０
０
０
万
円
以
上
か

け
て
購
入
・
負
担
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

都
市
部
で
は
約
7
割
の
自
治
体
が
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
を
し
て
い
な
い

中
、
鳴
門
市
は
厳
密
に
し
て
お
り
、
分

別
数
は
県
内
8
市
の
中
で
、
最
も
多
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。
市
民
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
の
見
直
し
は
あ
る
の
か
。

答
分
別
収
集
は
必
要
で
あ
り
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
法
律
に
基
づ
き
、

資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

東ひ
が
し
だ
に谷 

伸し
ん

治じ

（
郷 

土
）

個 人 質 問
●東谷　伸治
１. ごみ行政について
　⑴ ごみ処理・リサイクルのコスト
　　 把握について 
　⑵ ごみ処理基本計画について
　⑶ 分別収集計画について

●橋本　国勝
１. 福祉行政について
　⑴ 市民の健康づくりについて
２. 教育行政について
　⑴ 新教育委員会制度について
　⑵ 教育委員会の職員体制について

●平塚　保二
１. 鳴門市における塩田の歴史に
　  ついて
　⑴ 福永家住宅の活用について
２. 鳴門市の水環境について
　⑴ 下水道事業の進捗状況について

●浜　盛幸
１. 福祉行政について
　⑴ ひきこもり対策について

●三津　良裕
１. 世界遺産登録について
　⑴ 鳴門海峡と渦潮について
　⑵ 四国八十八箇所霊場と遍路道
　　 について
２. なると未来づくりについて
　⑴ 定住人口対策について
　⑵ 県外等からの誘客促進策に
　　 ついて

●川田　達司
１. 高齢者福祉行政について
　⑴ 介護離職者の支援策について
　⑵ 基幹型地域包括支援センターの
　　 事業計画について

●上田　公司 
１. 市民の安心・安全について
　⑴ 安全保障関連法について
２. 環境政策について
　⑴ ごみ処理対策について
３. 市民サービスについて
　⑴ マイナンバー制度について

ごみ排出量は減少している（クリーンセンター）

　議員が市の行政事務全般について、特定の議案とは
関係なく市長等の執行機関に対して、原則として見解
を口頭で資すことです。
　鳴門市では、会派の代表として質問する代表質問と、
個人質問に分かれており、質問時間はそれぞれ40分、
30分となっています。

一般質問
とは
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個 

人 

質 

問

＊議員の一般質問に関する記事の原稿は、項目を選定し作成しています＊

問
安
全
保
障
関
連
法
に
つ
い
て
は
全
国

で
大
規
模
な
デ
モ
も
行
わ
れ
国
民
の
6

割
以
上
が
反
対
、
ほ
と
ん
ど
の
専
門
家
も

憲
法
違
反
と
指
摘
し
て
い
る
。
市
は
国
の

こ
と
だ
か
ら
と
答
え
ず
、
ま
た
市
民
へ
の

影
響
に
つ
い
て
も
全
く
答
え
な
い
が
、
国

の
判
断
を
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
る
だ
け
な

の
か
、
市
民
の
安
心
・
安
全
に
配
慮
し

て
国
に
対
し
て
意
見
す
る
の
か
。

答
本
市
と
し
て
は
見
解
を
述
べ
る
こ
と

を
差
し
控
え
る
と
と
も
に
、
こ
の
法
律
に

対
す
る
市
民
の
反
応
を
注
視
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
鳴
門
市
の
ご
み
袋
は
県
内
一
高
く
、

さ
ら
に
ご
み
袋
販
売
収
入
約
８
５
０
０

万
円
の
う
ち
約
２
０
０
０
万
円
に
つ
い

て
は
本
来
一
般
会
計
で
負
担
す
べ
き
費

用
で
あ
り
な
が
ら
、
ご
み
袋
代
と
し
て

市
民
が
税
金
以
外
に
二
重
負
担
し
て
い

る
。
早
急
に
一
般
会
計
へ
の
流
用
を
や

め
、
県
内
一
高
い
ご
み
袋
の
単
価
引
き

下
げ
に
充
て
る
べ
き
で
は
。

答
仮
に
藍
住
町
と
同
等
価
格
に
す
る

と
、
資
源
ご
み
対
策
費
に
充
当
す
る
額

問
社
会
問
題
化
し
つ
つ
あ
る
、
大
人

の
ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て
、
生

活
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
よ
り
そ

い
」の
支
援
を
通
じ
て
の
実
情
把
握
と

市
の
対
応
は
。

答
現
在「
よ
り
そ
い
」に
は
大
人
の
ひ
き

こ
も
り
に
つ
い
て
の
相
談
が
数
件
あ
り
ま

す
。
自
立
に
は
本
人
の
意
欲
が
大
事
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
無
理
な
介
入
は
せ
ず
、

家
族
の
不
安
な
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ

と
で
関
係
を
断
ち
切
ら
な
い
よ
う
努
め
、

市
の
担
当
課
も
よ
り
そ
い
の
支
援
調
整

会
議
に
参
加
し
、
そ
の
個
別
支
援
プ
ラ
ン

が
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
解
決
策
で
あ
る

か
、
本
人
や
家
族
の
意
向
を
尊
重
し
た

も
の
で
あ
る
か
、
確
認
す
る
と
と
も
に

本
人
の
自
立
の
た
め
に
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

問
本
市
に
お
け
る
大
人
の
ひ
き
こ
も
り

の
実
態
把
握
や
当
事
者
が
交
流
で
き

る
居
場
所
や
就
労
支
援
の
場
の
設
置

が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
大
人
の
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は
非
常

に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
り
、
件
数
に

が
減
少
し
、
ご
み
処
理
費
用
に
全
く
充

当
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
周
辺
自
治
体

並
み
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、

全
国
で
不
審
電
話
や
誤
配
が
数
多
く
発

生
し
実
際
に
被
害
も
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
弁
護
士
な
ど
か
ら
も
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
侵
害
と
し
て
訴
訟
も
起
っ
て
い

る
な
ど
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
は
万
全
な

ど
あ
り
え
な
い
が
、市
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
と
の
物
理
的
遮
断
を
完
全
に
行

う
か
ら
大
丈
夫
と
言
う
が
、
外
部
か
ら

の
脅
威
だ
け
で
な
く
内
部
か
ら
の
情
報

漏
え
い
の
防
止
が
重
要
だ
が
。

答
特
定
の
職
員
以
外
は
個
人
情
報
を
閲え
つ

覧ら
ん

、
利
用
で
き
な
い
よ
う
制
限
を
掛
け
、

ま
た
利
用
出
力
の
記
録
実
施
や
外
部
媒

体
へ
の
記
録
の
際
に
暗
号
化
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

つ
い
て
の
実
態
調
査
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
。
本
市
と
し
て
ひ
き
こ
も
り
の
方
を

含
め
地
域
の
中
で
困こ
ん
き
ゅ
う
し
ゃ

窮
者
を
発
見
し
て

い
く
た
め
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や

民
生
委
員
な
ど
地
域
に
深
く
か
か
わ
る

方
と「
よ
り
そ
い
」の
連
携
を
強
化
し
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
地
域
社
会
作
り
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
県
主
催
の
ひ
き
こ

も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
に「
よ
り
そ

い
」か
ら
も
２
名
の
支
援
員
が
参
加
し
基

本
的
な
知
識
の
習
得
を
図
る
と
共
に
県

の
専
門
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
居
場
所

作
り
や
就
労
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
先

進
事
例
等
も
参
考
に
今
後
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

大人のひきこもり解決支援のため連携が必要

ごみ袋が有料化され10年以上経過した

上う
え

田だ 

公こ
う

司じ

浜は
ま

　 

盛せ
い

幸こ
う

（
公
明
党
鳴
門
市
議
団
）
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問
世
界
遺
産
化
と
は
文
化
及
び
自
然
の

遺
産
で
、
保
護
し
、
整
備
活
用
し
、
来

る
べ
き
世
代
へ
伝
承
す
る
こ
と
を
確
保

す
る
こ
と
は
国
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
で

あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
我
が
鳴
門
市
は
、
平
和
と
友
好
の
都

市
・
鳴
門
、
観
光
都
市
・
鳴
門
と
し
て

歩
ん
で
き
た
。
鳴
門
海
峡
と
渦
潮
に
全

国
や
海
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
来
ら

れ
て
い
る
。
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と

遍
路
道
に
も
多
く
の
巡
礼
者
が
訪
れ
て

い
る
。
こ
の
二
つ
は
、
世
界
の
平
和
と

人
々
の
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
世

界
遺
産
化
す
る
こ
と
は
、
次
な
る
世
代

へ
の
義
務
で
あ
る
。
鳴
門
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
、
ま
た
、

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
現
在
の
進
捗

状
況
は
。

答
鳴
門
海
峡
の
渦
潮
を
世
界
遺
産
登

録
に
す
る
こ
と
に
向
け
て
活
動
す
る
こ

と
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
、

郷
土
愛
の
育
成
、
観
光
地
と
し
て
の
ブ

ラ
ン
ド
化
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
、

ま
ち
づ
く
り
全
般
に
つ
な
が
る
事
業
で

す
。
ま
た
、
四
国
遍
路
回
遊
型
巡
礼

路
と
独
自
の
巡
礼
文
化
が
文
化
庁
の
日

問
健
康
づ
く
り
体
制
を
作
る
た
め
に
、

各
自
治
振
興
会
や
小
中
学
校
区
の
様
な

小
さ
な
エ
リ
ア
で
モ
デ
ル
事
業
を
行
っ

て
み
て
は
ど
う
か
。

答
健
康
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
市
民
が
身
近
な
場
所
で

手
軽
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
拠
点

を
地
域
の
中
に
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
市
で
は
そ
う
し
た

活
動
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
市
民
へ
の
啓

発
や
相
談
、
助
言
を
行
う
な
ど
支
援
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に

モ
デ
ル
地
区
を
決
め
て
事
業
を
展
開
す

る
方
法
に
つ
い
て
は
調
査
研
究
を
し
て
い

き
ま
す
。

問
新
し
く
な
っ
た
教
育
委
員
会
制
度

の
中
で
市
長
の
果
た
す
べ
き
役
割
が

明
確
に
な
っ
た
が
、
今
回
示
さ
れ
た

鳴
門
市
教
育
委
員
会
大
綱
の
中
で
市

長
の
意
向
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答「
と
も
に
学
び
育
ち
合
う
共
育
の
ま

ち
鳴
門
」を
基
本
理
念
と
し
、
教
育
は

人
づ
く
り
、
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り
の

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
た
機
運

の
醸
成
が
図

ら
れ
る
と
期

待
し
て
お
り
、

鳴
門
海
峡
の

渦
潮
に
つ
い
て

も
日
本
遺
産

登
録
に
向
け

た
申
請
を
行

う
予
定
で
す
。

問
こ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
日
本
全
体
で

人
口
が
減
っ
て
、
地
方
都
市
に
お
い
て

は
、
消
滅
し
て
し
ま
う
自
治
体
も
出
て

く
る
中
で
、
鳴
門
市
で
も
少
子
化
・
高

齢
化
、
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
。
他

市
町
村
で
も
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
鳴

門
市
の
人
口
増
加
策
、
市
外
か
ら
の
転

入
者
・
定
住
人
口
の
増
加
策
、
観
光
な

ど
の
流
入
人
口
増
加
策
、
誘
客
促
進
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
鳴
門
市
総
合
戦
略
に
盛
り
込
ん
だ
事

業
を
全
庁
挙
げ
て
着
実
に
推
進
し
、
鳴

門
に
住
み
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
鳴
門
市

の
観
光
資
源
や
地
場
産
品
、
文
化
や
歴

史
を
活
用
し
、
市
外
に
発
信
し
交
流
人

口
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

原
点
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
も
と
教
育

委
員
会
と
連
携
し
て
教
育
行
政
を
推
進

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
本
市
の
教
育
行
政
の
中
で
学
校

現
場
の
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
の
で
き
る
体
制
を
構
築
す

る
観
点
か
ら
教
育
次
長
を
学
校
関

係
者
と
行
政
職
員
の
2
名
体
制
に

し
て
は
ど
う
か
。

答
教
育
指
導
に
携
わ
っ
て
い
る
指
導
主

事
が
校
長
級
で
あ
る
主
幹
を
筆
頭
に
８

名
在
籍
し
本
市
の
学
校
現
場
に
つ
い
て
も

熟
知
し
、
情
報
収
集
や
教
育
指
導
に
つ
い

て
の
適
切
な
助
言
を
行
う
た
め
の
体
制

は
確
保
で
き
て
お
り
、
現
体
制
に
お
い
て

学
校
現
場
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら

教
育
指
導
の
充
実
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

鳴門海峡の渦潮を世界遺産に（歌碑）

現在の体制で学校現場との連携を密にし教育を充実する

三み

津つ 

良よ
し

裕ひ
ろ

（
創
心
ク
ラ
ブ
）

橋は
し

本も
と 

国く
に

勝か
つ

（
有
志
会
）

個 

人 

質 

問

＊議員の一般質問に関する記事の原稿は、項目を選定し作成しています＊
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＊議員の一般質問に関する記事の原稿は、項目を選定し作成しています＊

問
鳴
門
市
は
風
光
明
媚
な
所
で
四
国
の

東
の
玄
関
口
で
阿
波
に
お
け
る
製
塩
業

発
祥
の
町
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
昔
の
入
浜
式
塩
田
屋
敷

が
国
の
指
定
重
要
文
化
財
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。
塩
に
ま
つ
わ
る
鳴
門
市
の

歴
史
を
振
り
返
れ
ば
入
浜
式
、流
下
式
、

イ
オ
ン
交
換
膜
製
塩
法
と
製
塩
方
法
が

変
化
す
る
と
と
も
に
、
塩
の
専
売
法
が

廃
止
さ
れ
、
今
で
は
多
く
の
外
国
の
塩

が
流
通
し
て
い
る
が
、
先
般
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

朝
の
ド
ラ
マ「
ま
れ
」で
初
代
の
入
浜
式

塩
田
で
海
水
か
ら
塩
を
精
製
す
る
姿
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
た
。
当
時
の
高
島

で
は
塩
業
家
と
労
働
者
の
対
立
も
あ

り
、
私
の
祖
父
に
当
た
る
東
谷
万
作
と

い
う
労
働
争
議
の
先
駆
者
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
高
島
の
塩
業
家
が
今
の
斎
田
の
塩
業

家
と
合
体
を
し
て
合
同
製
塩
が
で
き
旭

化
成
の
イ
オ
ン
交
換
膜
を
利
用
し
て
出

来
た
の
が
今
の
鳴
門
塩
業
に
継
承
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
塩
の
歴
史
が
鳴
門
の
主

要
な
歴
史
の
一
部
で
あ
る
。

答
塩
の
専
売
法
が
と
ら
れ
て
い
た
昭

和
46
年
に
製
塩
業
に
関
す
る
法
令
等
の

問
家
族
介
護
や
看
護
の
た
め
離
職
さ
れ

た
介
護
離
職
者
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援

策
に
つ
い
て
は
。

答
介
護
休
業
等
を
取
得
し
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
や
介
護
休
業
給
付
率
の
引

き
上
げ
な
ど
国
の
動
向
を
注
視
す
る
と

共
に
離
職
者
へ
の
復
帰
支
援
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
進
め
る
一
方
、
介

護
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
新
総
合
事

業
へ
の
移
行
で
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を

支
え
る
魅
力
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
図

り
、
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
認

知
症
対
策
に
つ
い
て
も「
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
」に
よ
る
相
談
活
動
な
ど

の
充
実
を
図
る
こ
と
で
仕
事
と
介
護
の

両
立
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

問
認
知
症
の
早
期
把
握
、
早
期
対
応
に

向
け
た
体
制
づ
く
り
の
再
構
築
は
。

答
早
期
発
見
に
つ
い
て
従
来
型
の
支
援
で

対
応
で
き
な
い
状
況
か
ら
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
な
ど
関
係
機
関
と
の
情
報

収
集
能
力
の
向
上
に
向
け
、
有
機
的
な

連
携
に
よ
り
、
き
め
細
や
か
な
ご
本
人

改
正
が
あ
り
従
来
の
塩
田
を
利
用
し
た

製
塩
方
法
か
ら
工
場
で
の
生
産
法
で
あ

る
イ
オ
ン
交
換
膜
法
へ
の
変
更
が
あ

り
、
こ
の
方
法
に
転
換
し
た
製
塩
会
社

は
７
社
で
し
た
。
本
市
で
は
４
０
０
年

以
上
前
の
慶け
い
ち
ょ
う
ね
ん
か
ん

長
年
間
に
は
播
磨
や
淡
路

か
ら
の
塩
業
家
が
入
浜
式
塩
田
を
開
拓

し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
歴
史
の
中
、
鳴

門
市
高
島
に
あ
る
福
永
家
住
宅
は
伝
統

的
な
製
塩
業
の
姿
を
今
に
伝
え
る
施
設

と
し
て
唯
一
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定

を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
は

鳴
門
の
繁
栄
を
支
え
た
伝
統
的
な
製
塩

業
を
知
り
、
郷
土
の
誇
り
と
愛
着
を

も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
共
有
財
産
と

し
て
の
活
用
が
重
要
で
す
。

や
ご
家
族
へ
の
支
援
を
進
め
適
切
な
対

応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
が
進
ん

で
い
る
が
高
齢
者
の
移
動
手
段
を
確
保

す
る
支
援
が
必
要
と
思
う
が
、
そ
の
対

応
策
は
。

答
高
齢
の
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故
増

加
に
よ
り
免
許
証
返
納
が
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
返
納
後
の
生
活
に
不
安
を
感

じ
な
い
足
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
高
齢
者
等
無
料
バ
ス
優
待
制
度
に
加

え
、
公
共
交
通
区
域
か
ら
離
れ
た
地
域

の
人
達
へ
の
移
動
手
段
に
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

や
地
域
団
体
等
が
主
体
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
交
通
事
業
を
実
施
す
る
場
合
に

は
可
能
な
範
囲
の
支
援
策
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国指定重要文化財福永家住宅

無料バス優待制度等を活用し高齢者の
交通手段の確保を（長寿介護課窓口）

平ひ
ら

塚つ
か 

保や
す

二じ

（
郷 

土
）

川か
わ

田た 

達た
つ

司じ

（
創
心
ク
ラ
ブ
）

個 

人 

質 

問
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平成28年第１回定例会の日程
　平成28年第１回定例会は、2月17日から３月16日
までの29日間の予定です。
	 ２月17日㈬	 第１回定例会 開会 イケ
　　　　	 　	 予算決算委員会（当初予算の全体説明） イ
	 18日㈭	 一般質問通告締切
	 23日㈫	 一般質問（会派代表質問） イケ
	 24日㈬	 一般質問（個人質問） イケ
　	 	 議会運営委員会　
	 25日㈭	 一般質問（個人質問） イケ
	 	 予算決算委員会（補正予算追加） イ
	 26日㈮	 総務文教委員会 イ
	 29日㈪	 生活福祉委員会 イ
	 3月 1日㈫	 産業建設委員会 イ
	 2日㈬	 予算決算委員会（全体質疑） イ
	 3日㈭	 予算決算委員会（全体質疑） イ
	 4日㈮	 予算決算委員会第１分科会 イ
	 7日㈪	 予算決算委員会第２分科会 イ
	 8日㈫	 予算決算委員会第３分科会 イ
	 14日㈪	 予算決算委員会（採決） イ
	 15日㈫	 議会運営委員会・全員協議会・議会運営委員会
	 16日㈬	 第１回定例会 閉会（議案採決） イケ

イ：インターネットで中継・録画配信
ケ：ケーブルテレビで中継・録画放送

議会基礎用語 〜議会でよく使われている用語を掲載しています〜

　議長と副議長は議員の中から選挙で選ばれます。
議長は、議会の代表として会議の運営や進行、議会
に関する事務処理を行うほか、各種会議に出席した
り、他の機関と協議をします。副議長は議長が欠け
たときや出張、病気などで休んだときに議長の代わ
りを務めます。

議長・副議長

　提出する議案のあるなしに関わらず、定期的に招
集される議会の会議のことです。定例会は条例で年
間４回招集されると定められています。

定例会

　議員全員が議場に集まって会議をすることを本会
議といいます。本会議の議事運営は議長が行い、市
の重要なことについて市の意思を決める大きな役割
を担っています。

本会議

　議案などを専門的・能率的に審査するため、本会
議の予備的審査機関として条例により設定されてい
ます。

委員会

　特別な議案を除いて出席した議員の半数以上の議
員がよいと認め、決定することです。なお、議案に
よっては可決と同じ意味で、承認、認定、同意と言
い表すことがあります。

可　決

　議案を承認しないという議決のことをいいます。
否　決

　議会の常任委員会・議会運営委員会及び特別委員
会の委員長・副委員長のことをいいます。委員長は
委員会を招集し、委員会の議事を整理し、秩序を維
持する権限をもちます。副委員長は委員長が欠けた
ときや出張、病気などで休んだときに委員長の代わ
りを務めます。委員長及び副委員長は委員会で互選
されます。

委員長・副委員長

● 【議会映像配信】よりインターネット中継で
　 本会議、委員会の模様をご覧いただけます。
● 【議会だより】より「議会だより」が音声でお
　 聴きいただけます。

●その他市議会の情報を多数掲載しています。

～～～ ぜひ ご覧ください ～～～

http://www.city.naruto.tokushima.jp/gikai/
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委員は議長を除く
全ての議員

　鳴門市では4つの常任委員会を設置し、条例の制定や改廃、予算案などの議案や、住民等から
提出された請願などの審査、所管分野の事務についての調査を行っています。
　また、議会の運営について協議する議会運営委員会、議会広報に関わる基本的事項について
協議する議会広報委員会が設置されているほか、特に審査が必要とされる案件がある場合に
は、特別委員会が設置されます。

■ 新しい議会構成 ■

生活福祉委員会
委 員 長 潮崎　焜及
副委員長 林　　勝義
委 　 員 谷﨑　　徹
 野田　粋之
 松浦　富子
 宮崎　光明
 大石美智子

市 民 環 境 部
健 康 福 祉 部
を担当していま
す。

総務文教委員会
委 員 長 佐藤　絹子
副委員長 浜　　盛幸
委 　 員 秋岡　芳郎
 上田　公司
 圃山　俊作
 平塚　保二
 山根　　巌

企 画 総 務 部
消 防 本 部
教 育 委 員 会
選挙管理委員会
監査委員事務局
などを担当して
います。

予算決算委員会
委 員 長 東谷　伸治
副委員長 圃山　俊作

市の予算・決算
と監査委員が行
う検査の結果に
関することを担
当しています。

産業建設委員会
委 員 長 川田　達司
副委員長 叶井　克典
委 　 員 宅川　靖次
　  橋本　国勝
　  東谷　伸治
　  藤田　茂男
　  三津　良裕

経 済 建 設 部
企 　 業 　 局
農 業 委 員 会
を担当していま
す。

議会広報委員会
委 員 長 秋岡　芳郎
副委員長 圃山　俊作
委 　 員 佐藤　絹子
 浜　　盛幸
 山根　　巌
　  潮崎　焜及
　  川田　達司
　  東谷　伸治

議会広報番組や
議会だよりな
ど、議会からの
情報発信に関す
る事項について
協議するための
常設機関です。

議会運営委員会
委 員 長 宮崎　光明
副委員長 松浦　富子
委 　 員 山根　　巌
 林　　勝義
 野田　粋之
 叶井　克典
 橋本　国勝
 三津　良裕

定例会・臨時会
の会期や日程事
項、質問者の順
序の調整など、
議会運営の全般
について協議・
意見調整を図る
ための常設機関
です。
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議会活動（平成27年12月〜28年2月）
平成27年
12月
１日	 一般質問通告締切
　　	 表敬訪問（F.P.M	Girls）
６日	 市体育功労者、スポーツ優秀者・奨励者
　	 表彰
７日　一般質問（〜９日）
８日	 議会運営委員会
	 ドイツ館企画展示セレモニー
９日	 予算決算委員会
10日	 総務文教委員会
　　	 鳴門青年会議所2015年度卒業式
11日	 生活福祉委員会
14日	 産業建設委員会
　	 徳島駅伝結団式
15日	 表敬訪問（鳴門高校陸上部（女子））
　	 表敬訪問（鳴門高校サッカー部）
17日	 全員協議会・議会運営委員会
18日	 本会議（採決）
22日	 全員協議会（議長立候補演説）
24日	 第4回定例会閉会（議長選挙事務等）
26日	 消防車両贈呈式
28日	 議会広報委員会

平成28年
１月
３日　第62回徳島駅伝開会式
４日　第62回徳島駅伝応援（〜６日）
５日	 市公設地方卸売市場初市
７日　正副議長就任挨拶（県内市町）（〜８日）
10日	 市消防団出初式
　	 市成人式
12日　全国競艇主催地議会協議会正副会長会　	
　　	（静岡）（〜13日）
12日	 彦根市（滋賀）議会行政視察来庁
13日	 小山市（栃木）議会行政視察来庁
14日	 名張市（三重）議会行政視察来庁
15日	 議会広報委員会
17日	 市婦人連合会　新年芸能交流大会
23日	 市阿波踊振興協会　新年会
25日	 県市議会議員研修会（徳島市）
26日	 議会運営委員会

２月
２日	 第１回定例会日程協議
３日	 全国広域連携市議会協議会総会(東京）
　	 関係団体訪問
４日	 議会運営委員会
	 市小学校連合音楽会
５日	 県市町村トップセミナー（徳島市）	
８日	 議会運営委員会
９日	 議会広報委員会
　	 市社会福祉大会
10日	 全国高速自動車道市議会協議会定期総会
　	 （東京）
14日	 鳴門クロスカントリー大会
17日	 第１回定例会開会
　	 予算決算委員会
　	 兵庫・徳島「鳴門の渦潮」世界遺産登録推
　	 進協議会総会、設立１周年記念講演会
18日	 一般質問通告締切
　	 徳島県四国新幹線導入促進期成会設立
　	 記念シンポジウム（徳島市）
23日　一般質問（〜25日）
26日	 総務文教委員会
29日	 生活福祉委員会

議場の議席は、常任委員会の改正に伴い変更されます。
本市では慣例により　議　長：22番
　　　　　　　　　　副議長：21番
　　　　　　　　　　議会運営委員長：20番と定められています。
その他の議員については、常任委員会を単位として１番から、総務文教委員
会、生活福祉委員会、産業建設委員会の順になります。

16
橋
本
国
勝

17
東
谷
伸
治

18

藤
田
茂
男

19

三
津
良
裕

20
宮
崎
光
明

21
大
石
美
智
子

（傍聴席側）

22
東　

正
昇

15
宅
川
靖
次

14
叶
井
克
典

1
佐
藤
絹
子

4

上
田
公
司

5
圃
山
俊
作

6

平
塚
保
二

2　

浜　

盛
幸

3
秋
岡
芳
郎

13

川
田
達
司

12
松
浦
富
子

11

野
田
粋
之

10
谷
﨑　

徹

9
林　

勝
義

8
潮
崎
焜
及

7
山
根　

巌

演台

議長席 理事者席理事者席

郷
ふる

土
さと

会　長　　叶井　克典

幹事長　　林　　勝義

会　計　　東谷　伸治

会　員　　平塚　保二

会　員　　東　　正昇

無 所 属
　　　　　佐藤　絹子

　　　　　上田　公司

　　　　　潮崎　焜及

　　　　　宅川　靖次

公明党 鳴門市議団
代　表　　松浦　富子

代表代行　浜　　盛幸

創
そう

心
しん

クラブ
会　長　　野田　粋之

副会長　　三津　良裕

幹事長　　川田　達司

会　員　　秋岡　芳郎

会　員　　大石美智子

志
こころざし

会　長　　宮崎　光明

幹事長　　藤田　茂男

会　員　　圃山　俊作

有
ゆう

志
し

会
かい

会　長　　橋本　国勝

幹事長　　山根　　巌

会　員　　谷﨑　　徹

会派構成〔 〕市政に対して、同じ考えや意見を持って
いる議員の集まりを「会派」といいます。
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市 民 の 広 場
　鳴門市議会では、市民の皆さんが議会をより身近に感じられる
ような議会だよりをめざして、日々取り組んでおります。
　本紙をお読みになり感じたことや疑問点などがありましたら、
議会事務局まで手紙・ファクス・ Eメールでおよせください。

① 議会だより紙面について（感想、ご要望など）
② 議会のしくみや専門用語についての疑問
　 文の様式は問いませんが、 300字以内とします。
③ 鳴門市で直近３ヶ月以内に撮影した写真
　 カラープリントで、できれば鳴門市ならではのもの、季節感のある
　 ものでお願いします。

※ 内容等についてお問い合わせさせていただくことがありますので、 
　 住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記してください。
　 （紙面には年齢・性別のみ掲載させていただきます。）
※ 紙面の都合で掲載できない場合がありますので、ご了承ください。
※ 投稿していただいたものは返却できません。
※ 写真は表紙に掲載させていただきますが、編集の過程でトリミング
　 等の加工をすることがありますのでご了承ください。　　

✿宛　　先✿ 鳴門市議会事務局
 〒772−8501　徳島県鳴門市撫養町南浜字東浜170番地
  （088）684−1234  ／  （088）684−0814
   ｇｉｋａｉ＠ｃｉｔｙ.ｎａｒｕｔｏ.ｌｇ.ｊｐ

…　市民の皆さんのご応募をお待ちしております …

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

募 集 中

　昨年12月24日の第４回定例会の本会議で、議長・副議長の選挙及び議会選出監査
委員の選任が行われ、下記の３名が選ばれました。
　また、新しい議長のもと委員会構成も変更されました。（各委員会構成は14ページ
をご覧ください）

新しい議長・副議長・議会選出監査委員が選任されました

議　長

東
あずま

　正
まさ

昇
のり

希望に満ちた心豊かな
鳴門市づくりを目指します

監査委員

山
やま

根
ね

　巌
いわお

子育て中の保護者の視点を
市政に反映させます

副議長

大
お お い し

石 美
み

智
ち

子
こ

女性の視点に基づいた人に優
しいまちづくりを目指します

委　員　長：秋岡　芳郎　　副委員長：圃山　俊作

委　　員：佐藤　絹子・浜　　盛幸・山根　　巌
　　　　　潮崎　焜及・川田　達司・東谷　伸治

《議会広報委員会》

　早いもので、平成28年も、もう
３月です。桜の開花とともに、卒

業式、入学式、入社式など、旅立

ちと出会いの時期を迎えます。旅

立ちを迎える皆さん、いろんなこ

とを経験してください。これから

皆さんが経験することは、決して

無駄にはなりません。様々なこと

を経験し、 「いい顔」になって、いつ

か鳴門市に戻ってきてくださいね。

編集を終えて
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